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OHDSI内では、実名での活動になります。
Zoom参加時も「名前は実氏名で」お願いします。
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APAC Comｍunity Callのお知らせ

 隔週で、木曜日の日本時間お昼に開催中
 次回は、４月８日予定

OHDSI APACページ https://ohdsi.org/apac/

“by using this direct link.” から参加可能です。

時間に注意！ 11 am KST/JST と書いてあり
ますが、前回は12:00からのスタートでした。



OHDSI論文
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Pubmedで”OHDSI”を検索

累計:２月７９本 ３月８３本

pubmed.ncbi.nlm.nih.govにて作成



OHDSI論文
新規１
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OHDSI論文
新規２
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OHDSI論文
新規３
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OHDSI論文
新規４
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OHDSI-in-a-BOXを使って
OHDSIツールを紹介

Usagi
ボキャブラリ マッピング支援ツール

レセプト傷病名コード表をもとに
実際に試してみる。

★javaに割り当てるメモリを増やす
give it more memory via .bat file like this: 
java -Xmx5000m -jar Usagi_vXX.XX.XX.jar
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OHDSIツール ハンズオンについて

●岡田先生案
[概要]
 所要時間は2時間程度
 Webブラウザだけ使えればいいコースと、Rの基本がわかることを期待する
コース

 さらに踏み込んで、レセプト/SS-MIX2からのETL実施コース, AWS実分析環境
を構築するところをやるコースなどのアドバンスドコースも設定する？

[内容]
ATLASで

SynPufデータからコホートを作成する。
作成したコホートについて群分けをして、Characteristicsのテーブルを作る
Treatment Patternの図示を行う
Incidenceを出してみる

以降はRコマンドラインで
ATLASでやったことの再現
PS Matching
検定と生存時間分析
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OHDSIツール ハンズオンについて

●岡田先生案
[実施までに調査が必要な点]
 SynPufの大きいほうだと、OHDSI-in-a-Boxだとパフォーマンスが不安があるの
で、Eunomiaなどの小さ目のデータを利用するほうが良いかもしれない

 OHDSIonAWSのほうだと、数人で共同作業となるが、パフォーマンスは出そう

[実施までに用意が必要な点]
 (利用データによるが)ある程度手ごたえが得られそうなリサーチクエスチョン
の設定

 Athenaによる定義、Atlasによるコホート抽出時にある程度の数が確保できる
ようなExposure / Outcomeの設定


